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令和６年度『学校経営・教育活動評価』の結果報告 

 

今年度も本校の教育活動にご理解ご協力を賜り、ありがとうございました。 

児童、保護者の皆様にもご協力いただいた学校評価アンケートの結果をお知らせいたします。このアンケー

ト結果は学校評議員会でも報告し、学校評議員の皆様からもご意見をいただきました。一つ一つのご意見ご要

望についての回答を掲載しておりませんが、令和７年度の教育活動に生かし、さらに充実させてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

【児童・保護者・学校評議員による評価】 

＜Ⅰ「家庭・地域と連携して教育を推進する学校」について＞ 

 

①開かれた学校づくりの推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も様々な行事や学校公開、個人面談、保護者会、お手伝いボランティア等の機会に、

たくさんの保護者の皆様にご来校いただきました。誠にありがとうございました。 

 次年度以降も児童の姿や学校生活の様子を、保護者の皆様や地域の方々をはじめとした学校

関係者の皆様に、様々な場面での秋の陽小学校の様子をご覧いただけるように計画し、情報発

信をしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

秋の陽だより 
練馬区立光が丘秋の陽小学校 
https://www. nerima-tky.ed.jp/akinohi-e 

練馬区光が丘２－１－１ 

TEL 3976－6331 

FAX 5383－3595 

校 長  前多 紀子 

学校評価号 
 

 

 

 

 

令和７年２月２８日 

グラフの見方 

上段…児童 下段…保護者・学校評議員 

左から「よい・あてはまる」→「だいたいよい・だいたいあてはまる」→「あまりよくない・あまりあてはまらない」→「よくない・あては

まらない」→「わからない」 
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＜Ⅱ「確かな学力の向上を図る学校」について＞ 

 

②授業力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③よく分かる授業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ⅲ「豊かな心をはぐくむ学校」について 

 

④生命や人間尊重の精神の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員一人一人の授業力が向上できるように、校内でお互いの授業を参観し、改善に向けて

協議等行っています。子供たちが主体的に「知る喜び」や「わかる喜び」を味わえることが

できる授業になるように取り組んでいます。個々の児童への対応と、全体指導のバランスを

とり、総合的にクラスの児童全体の向上につながる学級経営と、そこへの支援について引き

続き取り組んでまいります。 

SNSに関連する犯罪に子供が巻き込まれる事案が増加しています。セーフティ教室や日常

的な指導を通して、情報リテラシーやインターネットの危険性などを様々な教育活動の中で

さらに伝えていきます。 
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⑤豊かな感性や創造性の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥環境教育・勤労生産教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦いじめの防止と根絶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧校内美化・清掃活動の充実            ⑫あいさつができる子の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童が生命や人間尊重の重要性をより実感できる学習内容を授業として工夫していきます。

次年度もあいさつ名人の表彰やあいさつ運動を通して、あいさつの大切さを繰り返し伝える機

会を設けて、日常的にあいさつを実践する習慣を根付かせていきます。 

また、学校いじめ防止基本方針に基づき、全教育活動において人権教育を柱とした心の教育

の充実を図り、自他の生命を尊重し、互いを思いやる心を育てます。相談できる大人が複数人

体制（担任、専科、特別支援コーディネーター、スクールカウンセラー、心のふれあい相談員、

学校生活支援員等）をつくり、組織的対応を継続していきます。 
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＜Ⅳ「健康・体力の向上を図り、安全を守る学校」について＞ 

 

⑨体力づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩健康教育・食育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪安全を守る学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は「体力づくりの推進」として授業のみならず行事や休み時間等の中で、体力向上を

目的とした活動を年間通じて実施しました。次年度も引き続き、これらの教育活動を継続し、

児童の生活の中で運動の日常化が図られるよう目指していきます。 

また、健康や食育に関する学習を、児童にとって実感しやすい形で実施できるよう、地域人

材等を積極的に活用しながら年間を通じて計画していきます。 

実際の事故や危険を想定したシミュレーションやワークショップを行い、具体的な行動を学

べる場を設定します。特に交通安全や災害時の対応に関する演習を強化してまいります。 


